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 これは台
だい

太
た

郎
ろう

遺
い

跡
せき

（岩
いわ

手
て

県
けん

盛
もり

岡
おか

市
し

）の 7世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

(1,300年
ねん

以
い

上
じょう

前
まえ

)の 住
じゅう

居
きょ

跡
あと

から見
み

つかっ

た須
す

恵
え

器
き

です。 

 須
す

恵
え

器
き

とは、高
こう

温
おん

な窯
かま

の中
なか

で

焼
や

かれた、やきものの一
いっ

種
しゅ

で、い

ろいろな 形
かたち

のものがあります。

このような、丸
まる

い胴
どう

体
たい

の中
ちゅう

心
しん

か

ら少
すこ

しずれた場
ば

所
しょ

に注
そそ

ぎ口
ぐち

がつ

く形
かたち

のものを「平瓶
へいへい

（※）」とい

い、おもにお酒
さけ

の容
よう

器
き

として使
つか

われまし

た。部
ぶ

分
ぶん

的
てき

につやがあり、つるつるして

います。いっしょに見
み

つかった他
ほか

の土
ど

器
き

には、つやはありません。 

 この“つや
    

”はどのようにしてできたのでしょうか？ 

 やきものは草
くさ

や木
き

を燃
ねん

料
りょう

にして作
つく

りますが、植
しょく

物
ぶつ

の体
からだ

の中
なか

にはガラスと

同
おな

じ成
せい

分
ぶん

の「ケイ酸
さん

」がふくまれています。これはガラスと同
おな

じように高
こう

温
おん

で

溶
と

け出
だ

します。窯
かま

で燃
も

えた草
くさ

や木
き

が、灰
はい

にな

ってやきものの表
ひょう

面
めん

にくっつくと、灰
はい

の中
なか

のケイ酸
さん

が溶
と

け出
だ

して 表
ひょう

面
めん

をおおい、ガラ

スのまくを作
つく

るのです。これが、“つるつる、

つや”の正
しょう

体
たい

で「自
し

然
ぜん

釉
ゆう

」と呼
よ

びます。 
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※「へいへい」の他
ほか

に、「へいべい、ひ

らか、ひらべ」などの読
よ

み方
かた

もあります。 

窯
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約
やく

1,200度
ど

 

 



引
いん

用
よう

・参
さん

考
こう

  盛
もり

岡
おか

市
し

遺
い

跡
せき

の学
まな

び館
かん

 2017年
ねん

 『盛
もり

岡
おか

市
し

遺
い

跡
せき

の学
まな

び館
かん

第
だい

15回
かい

企
き

画
かく

展
てん

 “志
し

波
わ

城
じょう

前
ぜん

夜
や

”の蝦夷
えみし

（エミシ）社
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会
かい

－

9世
せい

紀
き

初
しょ

頭
とう

以
い

前
ぜん

の盛
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南
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地
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区
く
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州
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歴
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史
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資
し

料
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きゅう

州
しゅう

歴
れき

史
し

資
し

料
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館
かん

展
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解
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説
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シート 90 釉
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薬
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の基
き

本
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』他
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 台
だい

太
た

郎
ろう

遺
い

跡
せき

の平
へい

瓶
へい

は、材
ざい

料
りょう

の土
つち

を分
ぶん

析
せき

した結
けっ

果
か

、

現
げん

在
ざい

の静
しず

岡
おか

県
けん

湖
こ

西
さい

市
し

周
しゅう

辺
へん

で作
つく

られたことが、わかっ

ています。 

 湖
こ

西
さい

市
し

周
しゅう

辺
へん

では、5世
せい

紀
き

から 12世
せい

紀
き

にかけて須
す

恵
え

器
き

を作
つく

った窯
かま

がたくさんあり、岩
いわ

手
て

県
けん

をふくむ 東
ひがし

日本
に ほ ん

に製
せい

品
ひん

が運
はこ

ばれていました。 

 この平
へい

瓶
へい

が作
つく

られた 7世
せい

紀
き

には、岩
いわ

手
て

県
けん

ではまだ

須
す

恵
え

器
き

の窯
かま

はなく、野
の

焼
や

きで土
は

師
じ

器
き

（素
す

焼
や

きの土
ど

器
き

）

が作
つく

られていまし

た
 

。 

 窯
かま

より温
おん

度
ど

の低
ひく

い野
の

焼
や

きでは自
し

然
ぜん

釉
ゆう

がで

きなかったので、遠
とお

くから運
はこ

ばれてきた、つ

やの 美
うつく

しい平
へい

瓶
へい

は貴
き

重
ちょう

品
ひん

として大
だい

事
じ

にさ

れたこと
  

でしょう
 

。 
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ど

 

 

どうして灰
はい

の中
なか

にガラス質
しつ

のものがあるの？ 

 植
しょく

物
ぶつ

は、ガラスのもとになるケイ酸
さん

を根
ね

から吸
きゅう

収
しゅう

し、体
からだ

にた

くわえています。特
とく

にイネ、ススキ、ササなどのイネ科
か

の植
しょく

物
ぶつ

は、

ケイ酸
さん

でできたガラス質
しつ

の細
さい

胞
ぼう

を多
おお

くふくみ、葉
は

の筋
すじ

や、とげな

どを硬
かた

いガラス質
しつ

に変
か

えて体
からだ

をじょうぶにしています。葉
は

っぱ

で手
て

を切
き

ってしまうことがあるのは、そのためです。 ササの葉
は
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●「けんぱくものしりシート」の内

ない

容
よう

は 

発
はっ

行
こう

当
とう

時
じ

のものです。 

●「けんぱくものしりシート」は解
かい

説
せつ

員
いん

が 

執
しっ

筆
ぴつ

しております。 
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